
5．ユーカリの病害 

1）褐変病 

鯵断の要点 種子、苗本、菓、英が侵される．被害としては柿子の母 

熟不良や腐敗、幼苗の枯死、苗木の幼茎技の妻ちようが土てある．菓に 

は褐専を生じ、拡大して不整形の大形病aとなり、葉はちじれたリ、巻 

き込んて乾固する．幼苗ては集から始まった病変か、全林に及んで枯死 

にいたる．茎枝ては長楕円形のa絞を生じ、やや陥没L、また中央に小 

さい数条の亀裂を生する．病息部が茎技を一岡すると、上部は曇ちょう 

ト重する．英ては掲色の斉点から拡大して大きな皿紋をつくリ、やがて 

英全体か喝変する． 民された英の中の春了は鵬変腐敗するか、登M不良 

となリ不発芽を起こす．また、一見正嘱な種子ても病原閉か出在してい 

て、発芽後に地中腐敗や腰折れ（立枯れ生状）を起こす．被害苗や、轡 

ちょう半枝あるいは褐変英の表面には白色粉状物（病原南の幽糸と分止 

市塊）を多最に形成する（図版7・I). 

灰色かひ病(p 15）との違いは、催病部表向に形成される胃I休か白色 

棚にあることて、灰色かび病では灰褐色の苗糸と分生了粉塊か形成さ 

れる．分且了柄と分生子の塊も灰色かひ病のはうか大きく、ルーべ（拡 

人鏡）てーつーつが分蘭して認められるが、掲変病の場合は分生f柄と 

分生子粉塊か小さく、白色粉状に見えるたけで．ーつーつは分かれて見 

えない。 

病原菌 のqIsuthoc laduon ccofta,カ‘in Morgan (=C /loiulanum 

Sobers et Seymour)分生子柄は宿t表向を迷走する菌糸から分岐し 

て立立し、甲条、艦壁を有し、基部は淡褐色、頂部は無色て、二又分岐 

を2-3囲繰り返してほうき状になる．最先端は各2佃の小納状のフィア 

ライト（phzahde) （分止子形成網胞） となリ、内止山芽・フィアロ型に 

分生子を形成する．大きさ70- 100 )< 4 -1gm ,時に先端はうき状部 

- 83 - 

5,ユ ー カ リの 病 害

1)褐変病

診断の要点 種子、苗ィ、、柴、葵が侵される。被害としては柿千の脊

熱不良や腐敗、幼苗の枯死、苗木の幼茎枝の義セ,ようが土てある。葉に

は褐斑を生じ、拡大して不整形の大形病斑となり、葉はちじれたり、巻

き込んて乾隠する。幼 ~rては葉から始まった病変か、全体に及んで枯死

にいたる。茎枝ては長楕円形の斑紋を生じ、やや陥没し、また中央に小

さい数条の亀裂を生する。病患部が糸枝を一周すると、上部は萎ちよう

ト垂する。英ては褐色の斑点から拡大して大きな斑紋をつくり、やがて

英全体かき島変する。侵された葵の中の種了は黒変腐敗するか、登敷不良

となり不発芽を起こす。また、一見正常な種予ても病原菌か潜在してい

て、発芽後に地中」腐敗や腰折れ (立枯れ症状) を起こす。被害苗や、萎

ちよう淳枝あるいはf湯変美の表面とこは白色粉状物 (病原菌の菌糸と分生

中塊) を多量に形成する (図版 7‐1)。

灰色かひ病 (p15) との違いは、椛病部表面に形成される前林か白色

粉状てあることて、灰色かび豹では灰褐色の菌糸と分生了粉塊か形成き

れる。分 4 了柄と分生千の塊も灰色かひ病のほうか大きく、ルーペ ““:

人鋭) て- つ一つが分朝して認められるが、港変病の場合は分生手柄と

分皇子粉塊か小さく、白色粉状に見えるだけで、 -つ一つは分かれて見

えない。

病 原 菌 ① q 山 脇 o‘/〃〆mill『Copα“′′′'- Morgan( = C 月の′〆"〃′fi'′

Sobers et seymour) 分生了・柄は宿 t 表面ーを迷ノにする菌糸から分岐し

て直立し、中条、隔壁を有し、基部は淡褐色、頂部は無色て、二又分岐

を2~3 回繰り返してほうき状になる。最先端は各 2個の小柄」大のフィア

ライト (phialide){ 分生子形成細胞) となり、内生出芽 ・フィアロ型に

分生子を形成する。大きさ 70~100 × 4~7 “m 。時に先端ほ うき状部
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分から突出してI本の頂端か球状に膨らんだ不稔の頂のう（vesicle）を 

つくることもある。分生子は無色、円筒形ないし長楕円形、ふつう1-2 

個の隔壁を右し、30-75 x 3-7 )4 m ,宿主の枯死した組織内に褐色～ 

暗褐色の膨大した厚壁の細胞からなる菌核様体（scierotial body)（微 

小菌核、microsciet 0th/rn とも云う）を多数形成する。 

② qha th ocla山iiiit quinquesep/atuin Boedijn et Reitsma 分生子柄 

は単条、隔壁を有し、基部は淡褐色、頂部のほうき状部分は無色、おお 

きさ180-300 X 8jtni。分牛子は無色，円筒形、両端鈍円、ふつう5隔 

壁、76-- 96 >C 55-i Spin.宿キ組織中および培地上に菌核様体を形成 

する。 テレオモルフ （完全世代） はCafoneelna quinquesep危(a 

Figuetredo et Namekatてあるか形成は稀てある。 

他にのhi励oc危(li/fl)) C危vuliiiii Hodges et May, C cmたkriae 

(Loos) Bebet Sobers, C .i(icico(a (Hawtey) Boedijnet Reitzrna , 

C niauosonon Sherbakoft,Csco加man var brasiliensis Batista et 

Cif errl なとか、ユーかl類の病原菌として報告されている。 

発生生態 木病菌は分生子か風媒伝播で伝染を繰り返す。完全世代の 

発見されている種もあるが、伝播に寄与する頻度は少ない。蹴病植物遺 

体とともに地中に埋もれた菌核様体は、乾燥や温度など環境条刊に対す 

る耐性を有し、長期問上壌中に生存して伝染源になる。 

発生樹種と分布 ① のh,功oclath,on sc叩IIiIIII Eucaり，(us alba,E 

(1)?ゆ(ifolia , E canialdulensis,E cinerea,E gegan tea ,E,globutus,E 

grundis , E maca) (111(17 ,E macu/ala ,E robusla ,E5 (1如1W , E 

たI ell(O)7115,E Uhn/Ikehs オーストラリアーブラジル・コスタリカ・イン 

ド・日本・ニューンーランド・パプアニューキニアーアメリカ。 

② qlindroc/uduon qin nqueseplatum Euca加(us grand/s. E sp 

インド・マレーンア‘アメリカ。 

その他C tenths Wolf（アメリカ，E canialdulens；お l E , cibl odora, E 

giandis,Erob,おm,E sa館na, E . tereticorn島） , C simplex Meyer（マ 
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分から突出して 1本の頂端か球状に膨らんだ不稔の頂のう (ves1cle)を

つ くることもある。分生子は無色、円筒形ないし長楕円形、ふつう 1~2

個の隔壁を有し、 30~75 × 3~7 〆m 。宿主の枯死 L た組織内に褐色 ~

暗褐色の膨大した厚壁の細胞からなる菌核様体 (sclerot1albody)(微

小1索核、n・lcrosclelotlum とも云う) を多数形成する。

② ◎ 卿 ゐひ〆αぬ〃那加“雄〃関り如/z′′“ Boed1m e[ Rc1もsma 分 生子柄

は単条、隔壁を有し、基部は淡褐色、頂部のほうき状部分は無色、おお

きさ 180~300 × 8"1n 。分生子は無色、円筒形、両端鈍円、ふつう5隔

壁、76~% × 55~75ii ・n。宿キ組織中および培地上に曲汝様体を形成

す る 。 テ レ オ モ ル フ (完 全 世 代 ) は C可の2eの 7α q?‘zi24′fese〆〃!"

FIguelredo et Namekat て あ るが形山は稀てある。

他 に Cy‘“′メフの如か!〃? c腐り"!′‘′ル 1lodges et May,Ccm 紅焔ばαe

(Loos) Beltet Sobers,C.7 偏 にo′"(Hawley)Boediinet ReItzma,

Cm α‘m 秒 omm sherbakof 【,C Sの Pの?掴みvar omsz‘7e′おる Batista et

C【fern なとが、ユーカ 1}類の病原菌として報告されている。

発生生態 木病菌は分生子か風媒伝播で伝染を繰り返す。完全世代の

発見されている種もあるが、伝播に紫与する頻度は少ない。擢病植物遺

体とともに地中に埋もれた菌核様体は、乾燥や温度など環境条件に対す

る耐性を有し、長期間上壌中に生存して伝染源になる。

発生樹種と分布 ① Cy悩めりdqdmi なCOPα“〃“ぞ E!′c"り鰯′侍α妙",お

"〃の/吻 /iq, β m 朋須山′をmzs,E cm のぜα、β gzgα′舵α,β,g/Q 如 盤s,E

酵 勿′メメs , ゼ “mm ′′/z"'ゾ ,E 〃′"c7破けα ,E. 中る俗 解 ,E 班 /′g〃", お

初 霜‘〃“〃& ど め '7z〃〃/′ふ オー ス トラ リア ・ブラジル ・コスタリカ ・イン

ド・日本 ・ニュー ソー ラン ド・パプアニ ュー キニア ・ア メ リカ。

② ◎ "〃ぬりご盤面 ";?望伽 甲fesgP畝加川 E′′m 心われ岱 g′midiふ ど sP

イ ン ド ・マ レー ソア ・ア メ リカ。

その他 C ze'?drs Wolf( ア メ リカ ,Ecm “"/dz′/e}お符,E,cm ‘〃doテロ,E

gm' ‘/?s,E ′の壷 fs郷 ,β sα/増加 ,E, 『g7翠存coテラ肉 ),C s?'′7〆 g1 Meyer( マ
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レーシア．E sp ) . C thew(1セtch) Subramanian NC a/o necina lI,eae 

Loos)（アメリカ，E・功us/a. E saなi町）がユーがI魚の病原曲として 

如られている． 

防除対策1）ューか1の種子は徹粒1，予て、付着潜在する粛原用が多 

敵報告されておリ、秤了による病害導入の例も知られているのて、必ず 

種子消市をしてから播き刊ける．神手消毒剤としてはチウラム剤 

(lMlD 剤）かキャプタン剤を扮のまま種子重量の1%程度加え、良く悦 

伴して神子表面にI●抹してから播種する．発芽化進のため水に麦漬した 

押了はいったん陰1しLて血面が乾いてから塗床する。 

2)発芽幼苗に発件を見たら、TPN剤（500-1.000倍）かキャプタン 

剤(500倍）を散布する．牛長した苗の幼茎枝に発生した場合は、銅水和 

剤(500倍）あるいはヘノミル剤（1,000-2,000倍）を10日おきに2 

~3回散布する． 

3)中心の茎に多敵の病斑を形虞した苗は抜き取り焼却処分する． 

'）種了を自家採取する場合は、無病の英を選んで探取する。 

診断の要点 苗木から若木の葉に発生する．始め葉の裏面に黒色徹粒 

点（病原曲の柄子蚊）を多数単生するか、数側か塊になって畔生する． 

やかて黒色微軸点の間りか掲色～灰褐色に変し、不規則形て5mn、 大の 

病職を形成する．病斑は互いに融合しながら拡火し．しだいに集枯れ肌 

の火病奪となる。この時期には菓の表裏向面に多数の柄子蚊か聞口し、 

葉面は黒粉状の分生子塊に被われるようになる．病菓は次々に落葉す 

る． このため童害樹てはふところに菓か無くすきすきて、枝の頂部の新 

しい菓だけが着生している状態になる（図版I・2, 3). 

本痢の特徴は嫡菓表裏面の黒粉状の噴出物（病原曲の分牛子認）て、 

ユーカリには他にこのような橡徴を示す病気は、今までに如られていな 
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レー シア ,E sp),C "だ解 etch)Subran ・aman(= C‘!/o形山 7"′な〃αβ

Loos)( アメリカ ,E 7の′瞭然 ども〃/忽〃〃) がユーカリ類の病原菌として

知られている。

防除対策 1)ユーカリの種子は微粒種予て、付着潜在する病原菌が多

数報告されており、種了による病害導入の例も知られているのて、必ず

種 - 消市をしてから燐き付ける。師了消毒剤としてはチウラム剤

(TnfrD 剤)かキャプタン剤を粉のまま種子重量の 1% 程度加え、良く撹

伴して種子表面にマ鉛大してから播種する。発芽促進のため水に浸滅した

稀了はいったん陰 -rしして表面が乾いてからi金偏ミする。

2) 発芽幼苗に発生を見たら、TPN 剤 (500~1,000 倍 ) かキャプタン

剤 (500倍)を散布する。牛長した苗の幼茎枝に発生した場合は、銅水和

荊 (500 倍 ) あるいはヘノミル剤 (1,000~2,000 倍 ) を 1O FIおきに 2

~3 回敬消1する。

3) 中心の茎に多数の病班を形成した苗は抜き取り焼却処分する。

4) 種了を-〕家採取する場合は、無病の葵を選んで採取する。

こく~んはんてんびょう

2)黒粉斑点病

診断の要点 苗木から若木の葉に発生する。始め葉の裏面に黒色微粒

点 (病原菌の柄子殻) を多数半生するか、数個か塊になって群生する。

やかて黒色微粒点の周りか褐色~灰褐色に変じ、不規則形て 5mm 大の

病斑を形成する。病斑は互いに融合しながら拡大し、しだいに菜枯れ状

の大病班となる。この時期には葉の表裏両面に多数の柄子殻か間口し、

葉面は黒粉状の分生子塊に扱われるようになる。病巣は次々に落葉す

る。このため激害樹てはふところに葉か無くすきすきて、枝の頂部の新

しい葉だけが着生している状態になる (図版 7‐2,3) 。

本病の特徴は痛葉表裏面の黒粉状の噴出物 (病原菌の分牛子塊) て、

ユーカリには他にこのふうな標徴を示す病気は、今までに知られていな
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4', 

発生生態 木痢曲は分生子か雨あるいは皮木の飛よとともに分散1云播 

し、また小昆虫の体にI.j着して運はれる．宿主トての分生子のわ動（発 

芽や侵入）はまだ刊っていない．分生子は」言地Lでは20-25℃を発芽 

適温とし、20時勘で約60%が発芽する．また、木病はユーカIの故郷 

オーストラリアに広く分布しているようて、最近ユーカ1を導入した地 

域での本病の発牛は、保苗種子（あるいは押子の挟輔物一病葉の破片） 

とともに広かったしのと推測されている．すなわち挿苗伝播てある． 

病原菌 Pluzeoseft/ona eucalypti Hansfou d emend Walker (= P 

/1(ZOUCIflFS lくobayashi) 納原菌の栖1蚊は始め葉の表皮網胞層ないL集 

肉細胞内に形成され、成熱すると表皮を破って孔口部を衷面にMliiiす 

る．黒色、頬球形、拝65-123gm、高さ62-125gm．分生子は長倒 

批捧状～純頭Iリ筒状、基部故切状、“ないしややA曲、略縁褐色、集塊 

ては胤色、2一6隔壁を有し．30-60 )( 2.5-5声m（図・10). 

発生樹種と分布 Eucaljゆ'usbi‘り引b加，Ebloke!7!，サザンマホガニー 

（どbot;yozdes) ．リハーレソトガム（Ecoma/do/ens司 ,E. dekgalensis. 

ササンフルーカムa gIbb,'Ih5)，ローズカム（Egiandh)，ホワイトガム 

(EhaeimS/OhIO) ' E "I'“・mlIIII,1 ，スポ・ノテットガム（Emacu/a肋，E 

m」alay. Emanu加m，タローウット（E 川,croco,司，テリハユーカリ（ど 

,ol,us(o) E pudis，シI ニープルーカム（E sal,gw)，レットアイアン 

図ー10 ユーカリ農粉斑点病菌 

（左 柄子般、右：分生子） 
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し、。

発生生態 木病菌は分生子か雨あるいは姫水の飛赤とともに分散伝樵

し、また小昆虫の体に付着して運はれる。宿主 1-ての分生子の有効 (発

芽や侵入) はまだ判っていない。分生こは]宮地 仁では 20~25 ℃を発芽

適温とし、 20時間で約 60% が発芽する。 また、木病はユーカリの故郷

オース 1・ラリアに広 く分布 しているようて、最近ユーカリを導入した地

域でのィ病の発牛は、ずj淵ず種子 (あるいは種子の挟報物 -病菜の破片)

とともに広かったものと推測されている。すなわち種苗伝播てある。

病原 菌 P脳βosepfの7" e′′c"△の“ Hansfold en・cndWalker(= P

/′!2鰯β〃腿 Kobayash1) 病原菌の柄了殻は始め葉の表皮細胞層ないし業

肉細胞内に形成され、成熟すると表皮を破って孔口部を表面に露出す

る。黒色、煩球形、禅 65~123"m 、高さ 62~125"m 。分生子は長IPリ

税棒状 ~絶頂円筒状、基部被りり状、南ないしやや湾曲、暗縁褐色、集塊

ては黒色、 2~6 隔壁 を有 し、 30~60 × 2.5~5 〆 m( 図‐10) 。

発生樹種 と分布 及ぼ"り羽′fふる/‘os他ね ,E b‘‘rん的ぜ,サザンマホガニー

(E bo! り職‘〆es), リハ -- レ ン 1、ガ ム (E,c" “′"/〆′r卿 胆も E,de/eg" 超 ws,

ササ ンフルー カム 但 g/の "んは), ロー ズカム (E,g'‘z′′〆為), ホワイ トガム

(E 無 錫′循如〃"), β “′"餌“佃“ ,ス ポ ソテ ッ トガム (E 〃'"c〃靭 "),E,

“町 の′,E'' 粥 〃可 g′", タ ロー ウ ッ ト (E, “〃cノて'cの "), テ リハ ユ ← カ リ (E

′徳雄 〃),E mdzs, シ 1 ニ一ブルーカム (E s"/′g′′〃), レッ トア イアン

図 flo ユーカリ黒粉斑点病菌

(左 柄子殻、右 ;分生子)
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パーク（E side,oxylon) ，フォレストレソドカム（E teiet,co,n司 。オース 

トラリア‘ハワイ・インド・イントネシア・日木・フィリピン‘タイ・タ 

スマニア。 

防除対策 病原菌が種子に潜在して運ばれる可能性が高いので、挿了 

消可は必す行う。チウラム剤、キャプタン剤を用いる。使月］法は前記の 

褐変病の項を参照。幼苗期を見たら銅水和剤（500 倍）、マンネフ剤 

(500倍）あるいはヘノミル剤（1, 500 -2, 000倍）を10 日おきに2-

3回散布する。 

3) ,5 (竃z -53) n と智欝5 

診断の要点 いすれも苗木から成木の葉に発生し、落葉被害を起こ 

す。① 角斑病 始め葉に赤褐色～紫褐色の葉脈て巨切られた小角斑を 

多数形成する。角斑は拡大するにつれて不整形になリ、3- 10mm 大て 

褐色から灰褐色に変わる。病斑表而に暗緑色のすすかひ状物（病原菌グ） 

子座とそれを被って形成される分生子塊）を多量に形成する。病斑裏面 

は不明瞭で菌体の形成は見られない。激害葉は病斑か互いに融合して大 

きくなリ、両縁から巻き込みながら落葉する（図版7 4) 

②褐斑病 葉の両而に円状ないし不整形の小褐Prを生し、これは拡大 

して2-Sm m ,褐色から紫褐色になり、やかて「「I央が灰褐色に変わる。 

病斑は互いに融合して葉枯れ状になる。病斑表裏両面に緑灰色のすすか 

び状物（病原菌の子座とそれを被う分生子塊）を多数形成する。菜裏の 

病斑ではすすかび状物の代わりに淡緑灰色の微粉状になることもある。 

これは気孔から出て表面を迷走する菌糸上に分生子柄および分生子か形 

成されるためである。病葉はしだいに乾いて落菓する（図版7-5, 6). 

向者の区別点は、前者では病斑が葉脈に区切られた角斑を形成し、す 

すかび状の分生了塊は菜表だけに形成されるのに対Lて、後者では病斑 

は角TATにならす、円状ないし不整形であり、すすかひ状菌体は病斑の表 
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バ一 ク (E s′‘/〃'o刈め〃), フオ レス トレソ ドカム (ど 忽せ′にα ms) 。 オ一 ス

トラ リア .ハ ワイ .イン ド ,イン トネシア ・日本 ・フィ リピン ・タイ ・タ

スマニア。

防除対策 病原菌が種子に潜在して運ばれる可能ヤヱーが高いので、紳了

消市は必す行う。チウラム剤、キャプタン剤を用いる。使用法は前記の

掲変病の項を参照。幼苗期を見たら銅水利1剤 (500倍)、マンネフ剤

(500 倍 ) あるいはヘノミル剤 (1,500~2,000 倍 ) を 10 日おきに 2~

3回散布する。

かくはんびょう かっぱんびょう

3) 角斑病と褐斑病

診断の要点 いすれも苗木から成木の葉に発生し、落葉被害を起こ

す。① 角斑病 始め楽に赤褐色~紫褐色の葉脈て区切られた小角斑を

多数形成する。角斑は拡大するにつれて不整形にな 1)、 3~lon ・n・大て

褐色から灰褐色に変わる。病斑表而に暗緑色のすすかひ]人物 (病原菌の

二子座とそれを被って形成される分生子塊) を多量に形成する。病斑裏面

は不明1膳で薗体の形成は見られない。激害葉は病玖Tか互いに融合して大

きくなり、両縁から巻き込みながら落葉する (図版 74)。

②褐斑病 葉の両而にPFI人ないし不整形の小褐班を生し、これは拡大

して 2~5mnl 、褐色から紫褐色になり、やかて中央が灰褐色に変わる。

病斑は互いに融合して葉枯れ状になる。病斑表裏両而に縁灰色のすすか

び状物 (病原菌の子座とそれを被う分生子塊)を多数形成する。菓裏の

病斑ではすすかび状物の代わりに淡緑灰色の微粉状になることもある。

これは気孔から出て表面を迷走する菌糸上に分生子柄および分生子か形

成されるためである。病葉はしだいに乾いて落葉する (図版 7‐5,6) 。

前者の区別点は、前者では病斑が葉脈に区切られた角斑を形成し、す

すかび状の分生了塊は葉表だけに形成されるのに対して、後者では病斑

は角瑚にならす、円状ないし不姿形であり、すすかひ;i大曲体は病斑の衣
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誠両画に形成されることにある． 

偶原菌 の 角有痢 Cewosporo equ OCCO:(/C6 Cooke ci Massee 子 

座は病“の巣表欄に生し、暗掲色，分牛子抽は子座上面に畿生し、'p条． 

直ないL成牧、隔壁あり、褐色～ォりープ色、5-20 )( 3-5gm 、全出 

芽・ンンポジオ型に分生丁を形成する。分生fは円筒状ないし長倒批捧 

状、“ないしやや湾曲、基部臨切状、頂部細まるか純ドI,甲褐色ないし 

オリープ色、2~5隔壁、30 -60X35 -4gun,裏而平冷． 

② 掲斑摘 Psetvdoce,vasporn cina/ypli (Cooke et Massec) Guo et 

Liii〔＝Ceicos加hi eucol助ii Cooke et Massee ,凡eudocen'oゆ910 

eucalypti Gob et Ilsieti) 子座は病均の表製両向生、庚褐色～褐色、控 

C 
囲 

ク 
Ui 

● ii ユーカリ柵班痢曲 

． 子座と分生子柄、b 分生子 

(--10pm ) 

-88 ー 

裏両面に形成されることにある。

病原菌 ① 角班病 CのmsDom eqzcocm7‘/ぬ Cooke et Ma もsee -f

i中は病斑の菓表側に生し、暗褐色。分牛予納は千川~上面に叢生し、IP条、

直 ない し波状、隔壁あ り、褐色 ~ オ リーブ色、 5~20 × 3~5 〆 n1、全 出

芽 ・ソンポジオ型に分生了を形成する。分生子は円筒;i入ないし長倒視棒

状、胸ないしやや湾曲、基部敏切状、頂部細まるか鈍ILi、単褐色ないし

オ リー ブ色、 2~5 隔壁、 30~60X35~4 “ m 、表面平沼。

② 褐斑病 Pse 覆りαだり幼 o′〃〃′"〃△のれ (Cooke eI Massee)Guo et

L1u 〔: ce だ鮎Ppm α′′mb のれ Cooke et Massee,Pse ′rばocゼガ0 Dom

e′!c"も弱′Goh et lls1eh〕 子座は病班の表裏両面生、淡褐色 ~ 褐色、稗

　

　 　
　

　

　

　

　

-

-
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/
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b
方
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方
川
だ
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図‐11 ユーカリ掲斑病菌

a 子座と分生子柄、 b 分生子

(]=10"m)
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35-65pm。分生子柄は子座L面より叢生、あるいは病斑の菓裏気孔か 

ら出て迷走する菌糸より分岐し、淡褐色、ジクザグ状、淡オリーブ色、 

20--38 x 2--5pm,全出芽・シンポゾオに分生子を形成し、分離痕はや 

や不明瞭。分生子は淡色ないし淡オリーブ色、長倒机棒状、基部裁切状 

で肥厚せす、頂部細まりやや尖る、2-8隔壁、35~73 X 2 -4 5pm ,表 

面平滑（図-11)。 

両菌の区別点は、前者の了座が表面生で、分生子がオリーブ色に着色 

し、ルーぺの下て分生子塊が暗緑色～緑黒色を早するのに刈して、後者 

では子座が向面生で分生子が極めて淡色であり、塊ても灰緑色と淡いこ 

とにある。分生子の分離痕や着生痕は後名では肥厚しないことか確認さ 

れ、Pseuc/ocercoゆora 属に移されたか、前名のそれはまだ確認の記録か 

なく、Cercoゆo in属に置かれたままである。 

なお、コーーカJ 属樹木にはも う 1 種Cerco功ala Jiaragnayensis 

Kobay ash i がパラグアイから報告されている。 

発生樹種と分布 ① （Jelco功ore eqicoccoides ．ポ プラガム 

(Eucaljゅ'Iパa/ba．レモンユーカリ（Ec /tiわdow) ，サザンブルーガム（E 

globul司，シドニーブルーガム（E. sa/igna) , E , uinbellata アルゼンチ 

ン・オーストラリア・インドネンア‘日本・台湾（台湾ての分布は疑わ 

しいとの意見もある）。 

② P加mIocerco功ore euca加カ サザンマホカニー（E bohyoideり，リ 

ハーレッ ドガム（Emma励‘kvs is) ，レモンユーカJ ，カメレレ （E 

deghゆ加），ヘニバナユーカリ伍fic加ha) ,ササンブルーガム，テリノ、 

ユーカリ（Emlies回，E ルstrata, E s加am,E (m ba!,, E ui”如1/a,E 

sp アルゼンチン‘オーストラリア‘フィリピン・南アフリカ・台湾・ 

アメリカ・ザイール。 

防除対策 植栽木ては余程土壌条件の悪いところを除いて、本病によ 

る大きな被害は出ない。多少ふところ葉が落巣しても、生長がそれなり 

に旺盛てあれば、ほとんど実言はない。しかし、幼苗時に発生すると、 
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35~65 “m 。分生子柄は下座 ヒ面より叢生、あるいは病斑の柴裏気孔か

ら出て迷走する菌糸より分岐し、俊褐色、ジクザグ状、俵オリ←プ色、

20~38 × 2~5 〆m 、全出芽・シンポゾオに分生子を形成し、分離痕はや

や不明瞭。分生子は淡色ないし淡オリーブ色、長例梶棒状、基部戯切状

で肥厚せす、頂部細まリやや尖る、2~8 隔壁、35~73 × 2~4 5〆m 、表

面平滑 (副‐11)。

両菌の区別点は、前者の了座が表面生で、分皇子がオリーブ色に着色

し、ルーペの下て分生子塊が暗緑色~緑黒色を号するのに対して、後者

では子座が両面生で分生子が極めて淡色であり、塊ても秋緑色と淡いこ

とにある。分生子の分離痕や着生痕は後者では肥厚しないことか確認さ

れ、特段摺餌の℃o加川属に移されたか、前者のそれはまだ確認の記録か

なく、 Ceだの汐の鑓属に置かれたままである。

な お 、 ユ ー カ リ属 樹 木 に は も う 1 種 Ce だo中 om pの餐g′解兜′zs′s

Kobayashi がパラグアイから報告されている。

発 生 樹 種 と分 布 ① Cのcospom gqzcoccomes , ポ プ ラ ガ ム

(及ぼαか弱′揺郷加 ,レモンユ一 カ リ (E,cm あげの "), サザ ンブルーガム (お

g/o鰯 /郡), シ ドニーブルーガム (E,s〃/7g〃"),E 誰〃zog//"≠〃 アルゼ ンチ

ン ・オース トラリア ・インドネンア ・日本 ・台湾 (台湾ての分布は疑わ

しいとの意見もある)。

② Psezfdo解党os汐om β′rcqもめれ サザ ンマ ホカニー (ど ろo卿 omes), リ

ハ ー レ ッ ドガ ム (Emm α妨げβ;2szs), レ モ ンユ ー カ リ ,カ メ レ レ (E

dgg/ゆ m), ヘ ニパ ナユー カ リの みcあ 卿 ), サ サ ンブルー ガム ,テ リハ

ユー カ リ (丑 ,りわ"s′"),E ms お襟α,E s加須",E わ曹加 /7,E "iゅカメ′α,E.

sp,, アルゼ ンチ ン ・オース トラ リア ・フィ リピン ・南アフ リカ ・台湾 ・

ア メ リカ ・ザ イー ル。

防除対策 植栽木ては余程土壌条件の悪いところを除いて、本痛によ

る大きな被害は出ない。多少ふところ葉が落葉しても、生長がそれなり

に旺盛てあれば、ほとんど実害はない。しか し、幼苗時に発生すると、
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4 有への影師が大きく、生脅不抽いを起こし、ひいては山たしの際の得 

市率に影警する。したがって、幼苗時に発生したら、・中ンネプ剤（500 

倍〉などの有機イォウ剤をI過間～10日おきに散布する。播き付け前に 

神子哨毒を行う． 

4)論齢．罷請籍講．キトスポラ諭齢 

鯵断の要点 いずれも植救若木から成木の枝幹に発生する。若木では 

茎幹に発生して馴枯れを、枝に発生して枝枯れを起こして、幼齢ー弱齢 

造林地の荒廃を招き、成木では主として枝先に発生して技枯れあるいは 

先枯れを起こし、樹れ部の退廃を招く。また、枝や幹の樹皮にやや凹陥 

した病鞠を形成し、技では病aの拡人により巻き枯らしを起こす。茎幹 

ては病斑は拡大しながらますます陥役し亀製を生し、あるいは桝皮が利 

離して材を露出するようになる．病患部の樹皮上には、いすれの場合で 

も痕原曲の曲体（f座）がさめ肌状に形戚される．これらの病省の肉眼 

的（ルーぺも含めて）区別点を以下に示す． 

の 胴枯療 樹皮の表皮を破って現れる小隆起（柄小蚊子座）は小さ 

く、黄橙色で、中央部の孔から淡椅色の紐状の分生子粘塊を生ずる．の 

ち柄了穀f座は崩地しその下から鳳色の長い頚を持ったフラスコ状の菌 

体（病原菌の子のう蚊）か1側あるいは2-3個塊って現れる。 

② 貰色胴枯病 樹皮の表皮を破って現れる子座は、ふつう大形で黄 

色ないし柵責色で、初めは頂部の小孔から権色で紐状の分生子粘塊を書 

出するか、のち母費色子謄の頂部に小さい黒粒状突起（病原曲の子のう 

般頚部の頂部）が現れてくる（図版84). 

③ キトスボラ胴枯病 樹皮の表皮を破って現れる小隆起は、灰鳳色 

の小さい皿（ディスク）で、始めはその中心の小孔から橿色の分生f枯 

塊を組状に押し出すか、後には1-敵個の撤小黒点（病原菌の子のう般 

の頚の頂部）を表す（図版8・2, 3) 
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牛舎への影響が大き {、生育才・揃いを起こ L 、ひいてはローたしの際の得

苗率に影響する。したがって、幼苗 =おこうき生したら、マンネブ剤 (500

倍) などの有機イオウ剤を1週間~1OR おきに散布する。播き付け前に

種子消毒を行う。

どうがれびよう

4)的常備。論ぜ筋富麗。キトスポラ胴枯病

診断の要点 いずれも植栽若木から政木の枝幹に発生する。若木では

茎幹に発生して!間然れを、枝に発リーして枝枯れを起こして、幼齢一弱齢

造林地の荒廃を招き、成木では字として枝先に尭且して枝枯れあるいは

先枯れを起こし、樹凪部の退廃を招く。また、枝や幹の樹皮にやや門陥

した病斑を形成し、枝では病斑の拡大により巻き枯らしを起こす。茎幹

ては病班は拡大しながらますます陥没し亀裂を生し、あるいは樹皮が剥

離して材を露出するようになる。病患部の樹皮上には、いすれの場合で

も病原菌の融体 (十座) がさめ肌状に形成される。これらの病害の肉眼

的 (ル一ぺも含めて) 区別点を以下に示す。

①′-同社i病 樹皮の表皮懲戒って現れる小隆起 (柄小殻子座)は小さ

く、黄檀色で、中央部の孔から淡措色の紐状の分生子料i塊を生ずる。の

ち柄マ殻子座は旗壊しその下から黒色の長い頚を持ったフラスコ状の繭

体 (病原菌の子のう殻) か 1個あるいは 2~3 佃塊って現れる。

② 黄色月同軸病 樹皮の表皮を破って現れる子座は、ふつう大形で黄

色ないし樽黄色で、初めは頃部の小 Lから梢色で紐状の分生子豹塊を溢

出するか、のち燈黄色イ醇の頂部に小さい黒粒状突起 (病原菌の子のう

殻頚部の頂部) が現れてくる (図版 8-1)。

③ キトスポラ胴枯病 樹皮の表皮を破って現れる小隆起は、灰黒色

の小さい皿 (ディスク) で、始めはその中心の小孔から様色の分生チギム

塊を紐状に押し出すか、後には 1~ 数個の微小黒点、(病原菌の千のう殻

の頚の頂部) を表す (図版 82,3) 。
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最も診断の容易なものは黄色胴枯病で、樹皮表面に現れる病原菌の子 

座が黄色から橙黄色て、他の胴枯性病害からは際だった特徴を小す。胴 

枯病とキトスポラ胴枯れ病とは、鮫肌状の可」堅起から彦み出る分生子粘 

塊の色が異なることと、後者の子座頂部が裁切円錐形（台形）のティス 

クとなるくらいで、正確な識別は顕微鏡による検査を必要とする。 

病原菌 ①胴枯病 D“ゆoil/ic cubense Bruner 子のう殻は個々に、あ 

るいは2-3個が塊って形成され、周りにはっきリした子座は作らない。 

黒色、類球形で、徑150-300p m .頂部に黒く長い頚（1- 5mm）を突 

出する。子のうは視棒状、膜は一＾重、頂部に頂環（apical ring）を有し、 

25-33 X 5-6.5p in。子のう胞子は8個か不整2列に含まれ、無色、2 

細胞、紡錘形～楕円形、5.8-8.2 X 2.2-3p in,柄子殻子座は小さく、 

内部に不規則1室の柄子殻室を持ち、中央部の孔口で外部に開く。分生 

子は楕円形ないし卵形で、無色、単胞、2 5-4 >( i ,8-2.2 ji m , 

②黄色胴枯病 CIypIIOneC/IIa 加vane,バis (Bruner) Barl 子座は始め 

表皮下に形成され、まもな〈表皮を破って上半部を表面に露出する。黄 

色～橙黄色、徑1-2mm 、高さ05-1mm 、底部に約20個の子のう殻を 

一層に形成する。子のう殻は黒色、徑260- S'lOp m 、了座去面に向かっ 

て長い頚を伸ばす。預は長さ290-1 , 400pm。子座表面から高く長く 

突出することは無い。子のうは根棒状ないし長棍棒状、39-53 x 55-

105pm . 8個の子のう胞子を不整2列に含む。子のう胞子は無色、2細 

胞、楕円形、直ないしやや不等辺、8-12,5 )< 3-4w m 。柄子殻子座は 

やや小さく、律0 5mm。内部に不規則な柄子殻室をつく、分生子を充満 

する。分生子は小さく、ソーセージ形、無色、35-42 x 0.5-1im ,集 

団ては横黄色枯塊となる。ほかにC,5'p/lonecti加 gyrosa (Beikeley et 

Broome) Saccaido（了のうは21-26 X 5 -fly m ,子のう胞子は3.5-

7 >< 2-2.5y in，分生子は25-3,5 x i .5-2p in）およびC. pa)usilica 

(Murril!) P . J, et H VT Andeison（クリ胴枯病菌）（子のう36 -54 

x 5-8 5 p m ,子のう胞子7-13 X 3 p in ，分生子3-55 >< 05-i sji 

- 91 

最も診断の容易なものは黄色駆り砧病で、樹皮表面に現れる病原菌の了・

座が黄色から鐙黄色て、他の胴枯性病害からは際だった特徴を示す。川ヒリ

ネ占病とキ 1・スポラ胴枯れ病とは、鮫肌状の小隆起から穆み出る分生子粘

塊の色が異なることと、後者の子座頂部が繊切円錐形 (台形) のティス

クとなるくらいで、正確な識別は顕微鏡による検査を必要とする。

病原菌 ①胴枯病 Dmpo?γ庇 切る釧se Bruner f のう殻は個々に、あ

るいは 2~3 個が塊って形成され、周 りにはっきりした子座は作らない。

黒色、類球形で、狸 150~300"m 、頂部に黒 く長い頚 (1~5mnl) を突

出する。子のうは利き棒状、膜は一重、頂部に頂環 (aplcal r・ng) を有し、

25~33 × 5~6.5 〆 m 。子のう胞子は 8個か不整 2列に含まれ、無色、 2

細胞、紡錘形 ~ 楕 円形 、 5,8~8,2 × 2,2~3 “ m 。柚子殻子座 は小 さ く、

内部に不規則 1室の柄千殻室を持ち、中央部の孔口で外部に開く。分生

子は楕円形 ない し卵形で、無色、単胞、 2 5~4 × 1.8~2.2"m 。

②黄色胴枯病 Cリリルoizeの 74腐り"'′e′′szs(Bruner)Barl 子座は始め

表皮下に形成され、まもなく表皮を破って上半宮1;を表面に露出する。黄

色 ~檀黄色、径 1~2mm 、高さ 0 5~lmm 、底部に約 20個の子のう殻を

一層に形成する。子のう殻は黒色、径 260~540"m 、了‐座去面に向かっ

て長い頚を伸ばす。頚は長さ 290~1,40G"m 。子座表面から高く長 く

突出することは無い。子のうは梶棒状ないし長梶棒状、 39~53 × 5 5~

10 5〆m 、8個の子のう胞了を不整 2列に含む。子のう胞子は無色、2細

胞、楕円形、直ないしやや不等辺、8~12.5 × 3~4"m 。柄子殻子座は

やや小さく、禅 0 5mm 。内部に不規則な柄子殻室をつく、分生子を充満

す る。分生子は小 さ く、ソーセー ゾ形、無色、3 5~4 2 × 0,5~1"m 、集

団ては樹黄色ネこ」塊となる。ほかに C′)の/zo照山海 g切り~"(Be ・keley et

Broom Saccaldo( 了の うは 21~26 × 5~6"m, 子の う胞子は 3,5~

7 × 2~2,5 〆 m, 分 生子は 2 5~3,5 × 1,5~2 “ m) お よび C, 加 川ふmm

(Murrill)P.j,et H W Ande・son( クリ胴粘病菌)( 子のう36~54

× 5~8 5〆 m, 子の う胞子 7~13 × 3"n も分 生子 3~5 5 × 0 5~15"

- 91 -



，

‘

 

．

【

 

『
 

』 

・
 

け
？
 

．与‘ 

【
 

．. 

「
 
「
 

、
 

七

 

・

、

 

《・ 

? （

・

 

，

‘

 

【
 ‘、・・ 

h
?

 
ナ
兼
紗
 り、 

4 、 '. 

悔 了1" 
. 

1詳 
り
、
、
 

7-I．ユーカリ苗（リボンガム） 

褐変病 

7-2．ユーカリ幼齢造林木（リバーレッドガム） 

の黒粉斑店病 

:" 

、 ‘鰹 

編 

、‘ 

ぞ「「？，叫 
姫
 

曙－ 
×
 

7-3．ユーカリ（シドニーブルーガム） 

黒粉斑点病 7-4．コーーカリ（サザンブルー 

ガム）植栽木の角斑病 
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7-5‘テリハユーカリ植栽木の褐斑病 7-6，ユーカリ（Eucaレptus urophylla）褐斑病 

7-1,ユーカリ苗 (リボンガム )

褐変病

7-3, ユ ー カ リ (シ ドニ ー ブル ーガム )

黒粉斑点病

　　　 　　
　 　

　　　　
　
　

　　　　　　　
7-2.ユーカリ幼齢造林木 (リバーレッドガム )

の黒粉斑店病
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　　 　　　慶歴かぎ　 　　　
7-5.テ リハユーカリ植栽木の褐斑病

7-4. ユ ー カ リ (サ ザ ンブル ー

ガム)植栽木の角斑病
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7‐6.ユ ーカ リ (Eucalyptus urophyl1 褐 斑 病
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'1．警欝雄 
8司，ユーカリ（サザンブルー 

ガム）黄色胴枯病（子実体） 

8-2」ユーカリ（サザンブルー 

ガム）キトスボラ胴枯病 

（樹皮の凹陥と亀裂） 

造林木褐斑病 

, 

8-4 キダチョウラク 

醤
 

く
 

，、 

8-3．キトスボラ胴枯病によるテリハユーカリ 

植栽木の被害 

~， 

『f-‘」 ‘マー、－ 、 一・凡 

十5．ヌルデモドキ（スンカイ）すす病 

I 瞥 

w '.r － ・‘ 、一 -j 

B-6 キダチョウラク苗木のすす病 
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8-1. ユ ー カ リ (サ ザ ンブル ー

ガム)黄色胴枯病(子実体)
8-2. ユ ー カ リ (サザ ンブル ー

ガム)キトスポラ胴枯病
(樹皮の凹陥と亀裂)

8‐4.キダチョウラク幼齢造林木掲斑病8-3.キ トスポラ胴枯病によるテリハユーカリ

植栽木の被害

　　　　
“ ＼＼.恭三ドミデ山 一f ゑ ,一

8-6.キダチヨウラク苗木のすす病8-5.ヌルデモ ドキ (スンカイ )すす病



m）かユーカ’に寄I-.して胴枯”胸害を起こす． 

③ Valsa ce,atospenna (Tode Fries )Mate 〔＝ Cylospora 

eucalyplirola van der Westuizen.C aganoalu Soni. D記wal et 

Jamatuddin〕 子座は樹皮内に形出され、子のう般は黒色、偏球形、各 

200 -l00p m .怪は黒色、長さ350-700p m .子のうは30-35 x 5 

-6 5声 m . 8個の子のう胞fを不整2列に内臓する．子のう胞子は無 

色、単胞、ソーセージ形、7-9X15-2 5pm．分生子はソーセーシ形、 

無t. $RS. 38-S 'C 08-i 3pm. 

発生生態 いずれも蜘界曲の生熱自”．質は低ていて、樹良表面に粘塊 

となる分生子（無性胞子）は雨に溶けて樹皮上を流下しながら新しい感 

染場所に留まるか、mの飛床とともに田辺に飛び散るか（これらは近距 

離伝播）、あるいは昆血や鳥の体に付着して運ばれるか（遠距離伝播）で 

あリ、樹皮内の了のう蚊に形戚される子のう胞子（有性胞子）は樹皮と 

f のう蚊は」分吸水したのち、空中に子のう胞子を放出し、鳳に乗って 

伝婚（逮距離伝掻）する． 

納原菌はいすれも任意寄止性て、宿主樹体上に病鳳曲は常に存在（潜 

在）しているか、発病するには宿主が何らかの外的内的要因て生理的に 

盾性が低ードする（衰弱する）ことを必要とする．ユーか1の場合は乾季 

の長知という気象的要囚と、土壌の肥沃度あるいは保水杵などの土壌嬰 

囚によリ、この病気か発生まん孤するものと専えられている．宿主の活 

力低下により病原Mは樹皮組胞を殺して摘塩を形成する． 

発生樹租と分布 の 胴枯摘菌 Dwporf/se cubense サザンマホガ 

ニー（Eucalyptus bof,yotde )，レモンユーかI (Eah旬由司，ローズガ 

ム（Egrand')，シトニープルーガム（E wIknd プラジル・キューぺ 

木病閉は最初キューハでユーカ」の一牲の上に記録されたものである 

か、ユーかJの植A林で被害を及ぽしているのはプラシルである． 

の 黄色馴枯摘 ayp加nec/na 加vanesisis サザンプルーガム（E 

gto/nt/us）キューバ・日本。C gyrosa ローズガム プラジル．c 
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m) かユーカリに寄牛して“靴占鴻病害を起こす。

③ 物座" L切餅ひ功の7m(Tode Fr1es)Ma1re 〔ご q ospの〃

ezrc"△の躍 り/"van der Westu ・zen ,C qgq “‘′〆′?sonl,Dad val et

Jとunaludd1n 〕 子座は樹皮内に形成され、子のう殻は黒色、鋼球形、樫

200~700"m 。性 は黒色、長 さ 350~700 〆 m 。 子の うは 30~35 × 5

~6 5"m 、 8個の子のう胞子を不整 2列に内臓する。子のう胞子は無

色、単胞、ソーセー ジ形、7~9 × 15~25 “nお 分生子はソーセー シ形、

無色、単胞、 3 8~5 × 0 8~13 “ m 。

発生生態 し・すれも病原、菌の生態的性質は似ていて、樹皮表面に綿塊

となる分生子 (無性胞子)は雨に溶けて樹皮上を流下しながら新しい感

染場所に留まるか、雨の飛沫とともに周辺に飛び散るか (これらは近距

離伝播)、あるいは昆虫や鳥の体に付着して運ばれるか (途距離伝播)で

あり、樹皮内の了のう殻に形成される子のう胞子 (有性胞子) は樹皮と

子のう殻は1分吸水したのち、空1+1に子のう胞子を放出し、風に乗って

伝播 (遠距離伝播) する。

病原菌はいすれも任意寄生性て、宿主樹体上に病原菌は常に存在 (潜

在) しているか、発病するには宿主が何らかの外的内的要因て生理的に

{古姓-がf氏下する (衰弱する) ことを必要とする。ユーカリの場合は乾季

の長短という気象的要因と、土壌の肥沃度あるいは保水杵などの土壌要

1 により、この病気か発牛まん延するものと考えられている。宿主の活

力低下により病原菌は樹皮細胞を殺して病斑を形成する。

発生樹種と分布 ① ノ胴枯病菌 D7αPの?/zedあの裕e サザンマホガ

ニー (及ぼ"もめmsbo ′′)'o7霞も), レモ ンユ カ リ (E、c中海αの貿), ロー ズガ

ム (E g′〃〃‘′′s), シ トニー ブルーガム (β 班 /増〃") ブ ラジル ・キューバ

ネ病菌は最初キューハでユーカリの一種の上に記録されたものである

か、ユーカリの植栽林で被害を及ぼしているのはブラシルである。

② 黄色胴十一i病 C'“ /20'28c!i74加瀬 'zのぉ鵜 サザ ンブルーガム (β

gああr/〃s) キ ュ一 バ , 日本 。 C のりりs" ロー ズガ ム ブ ラ ジル。 C
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加rasihca 一 Enova-a,唇leca，リボンカム（Evtfl2ifldhり 日本。 

③ キトスポラ胴枯病 Vaムa ceiaiosj'enna 〔 のtoゆora 

etwabかice励 ベニバナユーカリ（E. ftc加lia)，ザサンブルー ガム．オー 

ストラリア・インド・日本‘ケニア・マラウイ・ミャンマー・ノぐキスタ 

ン・南アフリカ・ウガンダ。その他オーストラリアからは多数のユーカ 

リに記録されている。 

防除対策 これらの胴枯性病害の防除はきわめて難しい。元来が任意 

寄生菌による病気で、宿主の生理的衰弱を誘囚として発生する。誘因で 

ある気象条件や土壌条件を人問の手で変えることが、本来困難だからで 

ある。したがってこれらの病害の発生・まん延の激しい場所は、この 

ユーカJの生育には好ましくない場所と認識しなけれはならない。その 

ような場所ではユーカJ の種を耐性のある種に変えるか、全く他の樹種 

に転換することを考える必要がある。植林地における防除薬剤の使用 

は、経済的に引き合わないので、例え有効薬剤が試験的に知られていて 

も、導入は難しい。胴枯病に関してはブラジルで耐病性の選抜が石われ 

ている。黄色胴枯病についてはデータがない。キトスポラ胴枯病ては 

オーストラリアと南アフリカて、耐病性の調査が行われているが、まだ詳 

しい報告は無い。 

5）苗立枯病 

樹種共通の病害1)苗立枯病の項（p7）を参照。ユーカリの種子は微 

粒種子であり、箱播きでも直か播きでも苗立枯病の発生は多い樹種であ 

る。 

6）灰色かび病 

樹種共通の病害3）灰色かび病の項（p 15）を参照。アルゼンチン・ 
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Pの偶 数節 .丑 'iwののig′‘餌 ,リボンカム (E,〃z〃〃〃〃/′s) R 本。

③ キ ト ス ポ ラ 胴 枯 病 物鳶α α報わspe′7′m 〔= Cyro5!'“"

8′fcαり鰯 !“ !") ベ ニバナユー カ リ (E,元Lぬ /′"),一デザ ンブルーガム .オー

ス トラ リア ・イン ド・日本 ・ケニア ・マ ラウイ ・ミャンマー ・パ キスタ

ン ・南アフ リカ ・ウガ ンダ。 その他オー ス 1、ラ リアか らは 多数のユー カ

リに記録されている。

防除対策 これらの胴粘性病害の防除はきわめて難しい。元米が任意

寄生菌による病気で、宿主の生理的衰弱を誘因として発生する。誘因で

ある気象条件や土壌条件を人間の手で変えることが、本来困難だからで

ある。 したがってこれらの病害の発生 ・まん延の激しい場所は、この

ユーカリの生育には好ましくない場所と認識しなければならない。その

ような場所ではユーカリの種を耐性のある種に変えるか、全く他の樹種

に転換することを考える必要がある。植林地における防除薬剤の使用

は、経済的に引き合わないので、例え有効薬剤が試験的に知られていて

も、導入は靴しい。刃同枯病に関してはブラジルで耐病性の選抜が行われ

ている。黄色月掛古病についてはデータがない。キ トスポラ胴枯病ては

オース トラリアと南アフリカで耐病性の調査が行われているが、まだ詳

しい報告は無い。

5)苗立枯病

横種共通の病害 1)苗立砧病の項 (p 7) を参照。ユーカリの種子は微

粒種子であり、箱播きでも直か播きでも苗立枯病の発生は多い樹種であ

る。

6)灰色かび病

樹種共通の病害 3) 灰色かび病の項 (p15) を参照。アルゼンチン・
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オー ストラリア・ブラジル・チリ・日本・ケニアーニコージー ラント・タ 

ンサニア・アメリカから各種のユーカリ類(Euct山，bts bicostata, E 

bo切'oides,Ecaine励叱flsls,Ec 功odora,E gIganた“，Egl‘功it/us,E 

んng加ha,Emaidejiti,Eova/a,El,esifl匠m,E i'obitsta,Esa如na,E 

tereticonus)に発生報告がある。 

7）くもの巣病 

樹種共通の病害4）くもの巣病の項(p 17）を参照。バプアニューギ 

ニアからEucab'p/us deghゆ(aに発牛報告あり。 

S）南根腐病 

樹種共通の病害6）南根腐病の項(p 23）を参照。西サモアからユー 

カJ の一種に発生報告かある。 

9）赤衣病 

樹種共通の病害7)赤衣病の項(p.27）を参照。インドとモウリシア 

スから各種ユーカリ（Ei/ca 加 (us aル“，Em,mIdl叱Jおお，Ect/no山m,E 

g白加ills,E一gm 承s,Erobesな，Esal管tie,E一tare自cornmE一たsse品118, 

E jini be/la助 に被害発生の報告がある。 

10）ボトリオディプロディア胴枯病 

樹種共通の病害8）ボトリオディプロディア胴枯病の項（p31）を参 

照。マレーシアからEucaljゆ (us globe!,パに発生報告かある。 

オ ー ス トラ リア ・ブ ラ ジ ル ・チ リ ・R 本 ・ケ ニ ア ・ニ ュ ー ジ ー ラ ン ト ・タ

ンサニア ・アメリカか ら各種のユーカリ類 (& 協心羽〃s疑のs靭α,ど

ろo′り,り7des, ど じα“m′〆"/e刀szs, ど じ"′7odm 惚 ,β g′gの 7feα ,E g/○ろ"/′′s,E

/D胆 脆′m, β 〃棚 庇 〃〃,E 仰 鰭〃 ,E ′セwi 脆 '〃 ,β のる"も如 ,E,sd ′′g〃",E

fの断切“鍵) に発生報告がある。

7) くもの巣病

樹種共通の病害 4) くもの巣病の項 (p17) を参照。パプアニューギ

ニアから及ばぬのれ岱d増 /′少なに発牛報告あり。

8)南根腐病

樹種共通の病害 6) 南根腐病の項 (p 23) を参照。西サモアからユー

カリの一種に発生報告かある。

9)赤衣病

樹趣共通の病害 7) 赤衣病の項 (p,27)を参照。インドとモウリシア

スか ら各種ユー カ リ (励′m も愛郷 〆彰 ,E cmiiα勧 戒〃sぉ,お αカ?oの '復,E

g′○る"百{s,E.gmndzs, β ′℃6z{sfo,E sα白g月Q,E. 『の彰おCo“"5,E.fesse ′の 7s,

E.加治β肋な) に被害発生の報告がある。

10) ボトリオディプロディア胴枯病

樹種共通の病害 8) ポトリオディプロディア胴枯病の項 (p31) を参

照。マレーシアから助′鉱券〆脇郡o初心βに発生報告かある。
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